
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平均入院患者数  平均病床利用率  平均在院日数 ※  紹介外来患者数  医療相談患者数  

118.8 人  57 .4％  16 .8 日  61 人  114 人  

※届出日数（地域包括ケア病棟、障害者病棟等を除く） 

呉市医師会病院 関係医師懇談会 

◆日時：2019 年 11 月 14 日（木）19 時 00 分 ◆場所：呉市医師会館５階講堂 

※ご案内文書を後日改めて送付します。 

 職員おすすめの日本酒試飲コーナーもございます。多くの先生方のご参加をお待ちしております。 

吹く風に涼しさや爽やかさを感じ、過ごしやすい好季節を迎えています。 

金木犀の甘い匂いも漂いはじめ、日増しに秋の深まりを感じる今日この頃です。 

さて、先生方にはいつも あくせす  をご利用いただき、ありがとうございます。

引き続き一層のご利用・ご紹介のほど、よろしくお願いいたします。 

呉市医師会病院 大腸肛門病センター 開設５周年記念 

10 月 5 日(土)、呉市医師会館講堂にて大腸肛門病

センター開設５周年記念「おなかとおしりの健康を考

える会」を開催し、約 190名の参加がありました。   

はじめに呉市医師会 玉木正治会長の挨拶があり、第

１部では中塚大腸肛門病センター長による「大腸肛門

病センター これまでの歩みと未来に向かって」、藤森

副センター長による「おなかとおしりの健康を考えよ

う！」の講演の後、排便障害ケアチーム POOPの指導

により、参加者全員で便秘や失禁に効果のあるリズム

体操を行いました。  

 
 

 

第２部として、「なんでも相談コーナー」「健

康測定コーナー」を設けたところ、予想以上に多

くの方に来ていただき、大盛況でした。 

会終了後のアンケートでは「楽しかったです」

のコメントを一番多くいただき、病院スタッフと

参加者が一体となって楽しく学び、考えることが

できた会となりました。 
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日頃よりご支援・ご協力をいただいております先生方との親睦を深め、顔の見える関係づくりから、より円滑
な地域連携を目指すべく、毎年ご好評いただいています「会員と職員の集い」を今年も開催いたします。 

健康を考える会 おなかとおしりの 

会の様子を YouTubeで見ることができます。「大腸肛門病センター５周年記念」で検索、ご覧ください！ 

★９月１日～９月３０日★ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■結果 2：スクリーニングでの CTC（132 例） 

・不十分な検査で評価不能例が 3 例あった。 

・6 ㎜以上のポリープを認める陽性例は 49 例あった。 

その内、結腸外浸潤を示す悪性腫瘍を疑わせる症例

が 8 例あった。 

■結果 3：CS 困難症例での CTC（14 例） 

・CS 困難例において、特に trouble なく検査終了する

ことができた。 

・検査陽性例は 5 例、その内 1 例で悪性腫瘍 

が疑われた。 

当院での CTC検査の
流れと検査禁忌につ
いて左表に示します。 
大腸 CT検査の適応
と思われる患者さん
がおられましたら、ご
紹介のほど、よろしく
お願いいたします。 

【予約受付先】 
放射線科（あくせす） 

☎２５－７７０８ 

■結果 4：CTC での腸管外所見 

・102 例に 349 の腸管外所見を認めた。 

・肝嚢胞（30 例）、腎嚢胞（54 例）、 

脂肪肝(17 例)、胆石(17 例)など多くは精査不要のも

のであったが、肝腫瘍(5 例)、腎腫瘍(2 例)など 13 例

で精査必要な所見を認めた。 

 

大腸 CT 検査（CTC)は、マルチスライス CT やワーク

ステーションの進歩、エレクトロニッククレンジング、

被曝低減技術により、当初と比し飛躍的に進歩した

と考えられる。診療報酬でも平成 24 年の改定で「他

の検査で大腸悪性腫瘍が疑われる患者」に対して大

腸CT検査加算が認められた。当院でも平成 28年10

月 CT 装置やワークステーションの更新、炭酸ガス自

動注入器の導入で CTC 検査を開始した。 

今回当院において CTC を施行した 154 例（男性 74

例、女性 80 例、平均年齢 74.1 歳、2016 年 10 月～

2019年 8月時点、内訳は進行大腸癌 13例、スクリー

ニング 132 例、その他 9 例）を対象に CTC の有用性

ついて検討した。 

 

副院長/放射線科部長 

■結果 1：進行大腸癌術前の CTC(13 例) 

・全例で、横断像、VE および仮想注腸像で腫瘍は良

好に描出され、腫瘍の解剖学的位置の確認、また、

腫瘍の大きさと形状の把握に有用であった。 

・CS困難例（5例、scopeが深部挿入困難）ではVEで

狭窄部より口側大腸の病変の検索に有用であった。 

・腹腔内の転移検索（リンパ節腫大）も同時に施行可

能であった。 

⇒術前評価としては CTC が有用と考えられる        

 呉市医師会病院 地域医療福祉連携室 あくせす     http:/www.kure.hiroshima.med.or.jp/hp/ 

電 話 （０８２３）３２－７５７６（直通） 院 長  中塚 博文  室 長 中間 千穂  事 務  中野 浩美   事 務 石坂 梨恵 

ＦＡＸ （０８２３）３２－７５０７     ＭＳＷ 森下 香織  ＭＳＷ  萩山 直子  ＭＳＷ  菅原 淳子   ＭＳＷ  巻幡 成実 

 

 

 

 

■結語： 

CTC は、診断のついた進行大腸癌術前検査として有

用性が高いと考える。 

スクリーニング検査としては、CS困難例CS拒否例あ

るいは高齢者などでの意義の可能性がある。 

CTC は、腸管外病変のスクリーニング検査としても有

用である。 

当院における大腸ＣＴ検査 大本 俊文 

●関係医師懇談会報告（9 月 24 日）● 


